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1 はじめに
英語を母国語としない英語学習者にとって,適した難
易度で興味深い内容のリーディング教材を利用するこ
とは非常に重要である. 外国語としての英語学習者が判
断する英語テキストの難易度と,ネイティブスピーカー
にとっての難易度は大きく異なるが,これまでの研究の
多くは,ネイティブスピーカーが判断したテキストの難
易度を評価している. 本研究では,リーディング用英語
学習教材を用いて,英語が母国語ではない英語学習者に
とって適切な難易度を推定する手法を検討する.
英語リーディング教材として, TED Talks[1]は内容も
表現も英語の学びにおいて有用だと考えられている. 本
研究では, TED Talksを用いた英語学習教材に掲載され
ている TED Talksのスクリプトを対象に, Flesch-Kincaid
Readability Easeという古典的な手法で,リーダビリティ
を推定することを試みる. 推定した難易度は, 外国語
の運用能力を同一の基準で測ることが出来る国際
標準 CEFR(Common European Framework of Reference for
Languages)[2] を, 日本の英語教育に合わせて構築した
CEFR-J[3] レベルの語彙リストなどを用いて検討する.
また,英語学習教材のレベル分けと比較検討する.
2 先行研究・関連研究
2.1 TED Talksに関する研究
長谷部 [4]は, TEDコーパスを自在に検索し,その結果
を様々な形式で表示することができるシステム「TED
Corpus Search Engine(TCSE)」を実装した. TCSEの機能
の１つに,トークの相対的な難易度指標の表示がある.
この難易度指標には Flesch-Kincaid Readability Easeを採
用している.
2.2 難易度に関する研究

Xiaら [5]は,第二言語 (L2)としての英語学習者向けに
作成された CEFRグレードのテキストのデータセットを
収集し,ネイティブと L2学習者の両方に対するテキス
トの読みやすさ評価について調査した. 言語学習者の読
みやすさに合わせたテキストを含むデータセットを収集
し,より大規模な既存のネイティブコーパスで学習した
モデルを学習者のテキストの読みにくさを推定する際に
適応させる方法を検討した. その結果,読みやすさの推
定は線形 SVMを用いて,ネイティブデータと L2データ
で最良の性能を達成するシステムを開発した.
内田ら [6]は,入力テキストから算出されるテキスト

特徴量に基づいて,英語テキストに CEFR-Jレベルを付
与するシステムである「CVLA」の構築を試みた. 文構
造と語彙に関連するテキスト特徴量から構築した 4つの
回帰モデルを用いて,英語パッセージのレベルを推定し
た. CVLAの推定値は概ね妥当なものであり，400語程
度の入力があれば，大きくずれたレベルを判定すること
は少ないことが明らかとなった.
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3 方法
3.1 使用データ
3.1.1 対象とするデータ
本研究では,『21st Century Reading』[7]に掲載されてい

る 40件の TED Talksのスクリプトを対象とする. 『21st
Century Reading』は, TED と提携をして作られたリー
ディングテキストである. テキストの難易度に応じて 4
段階のレベルに分かれており,各レベルは表 1のように
CEFRレベルに対応している. 以下,このレベルを「21st
レベル」と呼ぶ. 文部科学省による,各資格・検定試験と
CEFRとの対照表 [8]を表 2に示す.
対象の TED Talksのスクリプトは, TED Talksのホーム
ページから収集し, NLTK[9]を用いて解析する.

表1 『21st Century Reading』[7]とCEFRレベルの対応
教材の難易度 CEFRレベル

Level1 B1
Level2 B1-B2
Level3 B2
Level4 B2-C1

表 2 各資格・検定試験と CEFRとの対照表
(出典：文部科学省)[8]

CEFR 実用英語技能検定 IELTS TOEIC L&R/
TOEIC S&W

A1 3級-準 2級 - 320-620
A2 準 2級-2級 - 625-1145
B1 2級-準 1級 4.0-5.0 1150-1555
B2 準 1級-1級 5.5-6.5 1560-1840
C1 1級 7.0-8.0 1845-1990
C2 - 8.5-9.0 -

3.1.2 語彙リスト
本研究では学習者向けの語彙リストとして CEFR-J

Wordlist[10] と Academic Word List[11] の 2 種類を使用
する.

CEFR-J Wordlistとは,投野由紀夫らの『小,中,高,大の
一貫する英語コミュニケーション能力の到達基準の策
定とその検証』プロジェクトの一環で構築された語彙
リストである. 語彙のレベルは A1, A2, B1, B2の 4段階
である. なお, CEFR-J Wordlist には,語彙の見出し語,品
詞, CEFR-Jレベルが記載されている. 本研究では, ”a.m”
と”A.M”のような同一字母の語は,品詞と CEFR-Jレベル
が一致している場合は,同じ単語と見なす.

Academic Word List(以下 AWL)とは,ニュージーランド
の言語学者が外国人学生のために開発した,大学レベル
で使用する語の頻出単語リストである.
表 3に 2種の語彙リストの語彙数を示す.
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表 3 語彙リストの語彙数
CEFR-J A1 CEFR-J A2 CEFR-J B1 CEFR-J B2 AWL

語彙数 1194 1443 2486 2859 570

3.2 Flesch-Kincaid Readability Easeの計算
Flesch-Kincaid Readability Ease（Flesch, R., 1948,以下FK-

RE)は有名なリーダビリティの指標の１つである. この
値が大きいほど読みにくい文章だと考えられる. FK-RE
は次の式で計算する.

206.835 − 1.015 𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙𝑤𝑜𝑟𝑑𝑠

𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙𝑠𝑒𝑛𝑡𝑒𝑛𝑐𝑒𝑠
− 84.6 𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙𝑠𝑦𝑙𝑙𝑎𝑏𝑙𝑒𝑠

𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙𝑤𝑜𝑟𝑑𝑠

先行研究である長谷部 [4] による TED Talks スクリ
プトの FK-RE と, 本研究で算出した FK-RE を比較し,
FK-REと 21stレベルの対応関係を図示する.
4 結果
4.1 語彙分布と 21stレベルの対応

5 種類の語彙リスト (CEFR-J Wordlist A1, A2, B1, B2,
AWL)のうち,教材で使用されている語彙の数を図 1に
示す. CEFR-J Wordlist A1 レベルの語はどのレベルでも
よく使われていることがわかる. また, Level4において
は,どの語彙リストの語も多く使われている.

図 1 語彙の分布

4.2 FK-REと 21stレベルの対応
先行研究 [4]の FK-REを縦軸,本研究の FK-REを横軸
とした散布図を図 2 に示す. 各点は 21st レベルごとに
色分けをしている. 本研究の FK-REは,先行研究 [4]の
FK-REとほぼ一致していることがわかる. FK-REの計算
に関して,先行研究と同様の値が得られた. 各点の分布
から, FK-REによる難易度と 21stレベルは,必ずしも一
致しなかった. これは, FK-REは単語数や文章数,音節数
から算出しており,語彙の難易度や文法構造は考慮して
いないためだと考えられる.
5 まとめ・今後の課題
英語学習者の読みやすさに焦点を当て,外国語として
英語を学ぶ人のために選ばれた 40個の TED Talksのス
クリプトを対象に, Flesch-Kincaid Readability(FK-RE) な
どの手法で,難易度を推定することを試みた. 推定した
難易度は,英語学習教材のレベル分けや CEFRレベルと

比較検討した結果,必ずしも一致せず, FK-REだけでは
レベルの分類ができないことがわかった. その原因とし
て, FK-REは単語数などの基本的な文章の特徴から計算
した値であるため,語彙の難易度や文法構造を考慮でき
ていないことが考えられる. 今後は,他の文章の特徴量
(文の長さ,文構造など)を追加して,機械学習で文章の難
易度を推定するなど,より良い推定方法を検討する.

図 2 FK-REを使った散布図
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